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全
国
の
09
年
秋
闘
統
一
行
動

と
合
わ
せ
て
県
医
労
も
10
月
30

日
に
要
求
書
の
提
出
と
早
朝
集

会
、
11
月
13
日
に
も
早
朝
集
会

を
行
い
ま
し
た
。
同
13
日
に
要

求
書
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
が
、

誠
意
の
あ
る
回
答
は
無
く
、
更

に
「
３
交
代
職
場
で
年
末
年
始

に
も
非
番
の
割
り
振
り
を
行
う
」

「
勤
務
時
間
短
縮
は
４
月
に
行
わ

な
い
」
な
ど
大
変
な
内
容
で
し

た
。
こ
れ
を
受
け
て
本
部
で
は

11
月
19
日
に
団
体
交
渉
を
開
催

し
、
今
現
場
で
起
こ
っ
て
い
る

問
題
や
そ
の
怒
り
を
当
局
に
ぶ

つ
け
ま
し
た
。

団
体
交
渉
で
は
、
今
ま
で
年

末
年
始
は
特
別
な
期
間
と
し
て

扱
っ
て
き
た
の
に
も
関
わ
ら
ず
、

当
局
は
「
年
末
年
始
は
特
別
な

期
間
で
は
な
い
。
通
常
勤
務
と

比
べ
て
休
日
が
増
え
て
い
る
。

特
例
や
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
も
の

は
変
え
て
い
き
た
い
。
労
働
条

件
の
引
き
下
げ
で
も
仕
方
が
な

い
」
と
開
き
直
っ
た
回
答
。

勤
務
時
間
短
縮
に
つ
い
て
も
、

医
療
局
長
は
「
赤
字
の
状
況
で
、

す
ぐ
導
入
と
は
い
か
な
い
。
世

間
の
風
当
た
り
も
強
い
。
受
け

る
の
は
自
分
だ
」
と
職
員
を
守

る
姿
勢
を
見
せ
ず
、
そ
の
後
も

「
赤
字
」「
世
間
の
目
」を
強
調
し
、

職
場
を
全
く
顧
み
な
い
回
答
で

し
た
。

組
合
は
、
断
固
同
意
で
き
な

　
日
本
医
労
連
が
提
起
し
た
退

勤
時
間
調
査
が
全
国
で
取
り
組

ま
れ
て
お
り
、
県
医
労
各
支
部

で
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ

の
調
査
結
果
は
、
厚
労
省
と
の

交
渉
に
使
う
だ
け
で
な
く
、
各

職
場
の
現
状
把
握
や
交
渉
に
も

利
用
で
き
る
も
の
で
す
。

　
ま
だ
取
り
組
ん
で
い
な
い
支

部
で
も
、
大
幅
増
員
に
向
け
て

調
査
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

（
取
り
組
ん
だ
支
部
）

久
慈
、
二
戸
、
一
戸
、
中
央
、

遠
野
、
中
部
、
胆
沢
、
江
刺
、

磐
井
、
南
光
、
千
厩
、
釜
石
、

宮
古

い
と
し
て
引
き
続
き
協
議
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
、
労

働
条
件
の
引
き
下
げ
を
許
さ
な

い
た
め
に
様
々
な
組
合
活
動
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
こ
そ

組
合
員
が
一
致
団
結
し
、
当
局

の
横
暴
に
「
待
っ
た
」
を
か
け

ま
し
ょ
う
。

職場の状況を訴え、不当な回答に抗議

11月13日　中部支部 11月10日　中央支部

09年秋闘　統一行動
11.19団体交渉開催
09年秋闘　統一行動
11.19団体交渉開催
09年秋闘　統一行動
11.19団体交渉開催
職場の怒りを当局にぶつけよう

退
勤
時
間
調
査
に
取
り
組
も
う
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10
月
23
日
〜
24
日
、
フ
レ
ッ

シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
（
新
入
組
合
員

労
働
学
校
）
が
雫
石
町
「
ホ
テ

ル
森
の
風
鶯
宿
」で
開
催
さ
れ
、

新
入
組
合
員
を
は
じ
め
と
す
る

受
講
生
と
中
央
執
行
委
員
、
本

部
青
年
部
委
員
な
ど
55
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

冒
頭
の
挨
拶
で
は
、○
○
青

年
部
長
が
青
年
部
の
活
動
を
紹

介
し
、「
み
な
さ
ん
も
行
事
に

参
加
し
、
仲
間
を
増
や
し
ま
し

ょ
う
」
と
セ
ミ
ナ
ー
へ
の

参
加
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「
労

働
組
合
と
は
」「
県
医
労

の
あ
ゆ
み
」「
権
利
に
つ

い
て
」
の
三
つ
の
講
義
と

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
自

由
討
議
な
ど
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

夜
の
夕
食
交
流
会
は
、

本
部
青
年
部
委
員
が
司
会

進
行
し
、
チ
ー
ム
対
抗
に

よ
る
間
違
い
探
し
ク
イ
ズ

な
ど
で
楽
し
く
交
流
し
ま
し

た
。セ

ミ
ナ
ー
の
最
後
に
行
わ
れ

た
グ
ル
ー
プ
毎
の
自
由
討
議
で

は
、
多
く
の
参
加
者
が
年
次
希

望
や
超
過
勤
務
が
書
き
に
く
い

状
況
で
あ
る
と
話
し
、
超
勤
に

つ
い
て
は
「
書
か
な
い
の
が
当

た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
」
と

い
う
参
加
者
も
い
ま
し
た
。
職

場
の
先
輩
達
の
声
か
け
と
超
勤

を
書
く
こ
と
が
増
員
に
つ
な
が

る
と
い
う
学
習
と
理
解
が
必
要

で
す
。

◇
超
過
勤
務
は
ち
ゃ
ん
と
書
い

て
年
次
も
取
ろ
う
と
思
っ
た
。

◇
県
立
病
院
は
県
民
と
連
携
し

て
き
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
夜

勤
体
制
な
ど
昔
の
人
が
頑
張
っ

て
き
た
こ
と
で
今
が
あ
る
と
思

っ
た
。

◇
自
分
自
身
が
権
利
を
知
っ
て

い
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

◇
別
の
病
院
で
働
く
人
と
も
交

流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
、
楽
し

か
っ
た
。

◇
病
院
や
病
棟
に
よ
っ
て
、
年

次
の
取
得
・
超
勤
・
夏
季
休
暇

な
ど
差
が
あ
る
と
感
じ
た
。
後

輩
の
為
に
も
風
土
づ
く
り
を
し

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

講義「労働者・労働組合、そして県医労」

厨
房
内
で
説
明
を
受
け
る
参
加
者

　11月13、14日に岩手医労連施設管理
部門・栄養管理部門学習交流会が開催さ
れました。はじめに中部病院の施設見学
を行い、その後、場所を移して各職場の
状況や意見交換を行いました。
　病院見学では、中部病院職員から施設
や設備についての説明がされ、参加者は
熱心に質問するなど、予定時間を超えて
の見学となりました。
　意見交換では、人員不足による過酷な
勤務状況や設備管理に対する様々な問題
が出され、今後も学習を進めることの必
要性を確認しました。

◆
◆
◆
県
医
労
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
◆
◆
◆

◆
◆
◆
県
医
労
フ
レ
ッ
シ
ュ
セ
ミ
ナ
ー
◆
◆
◆

参
加
者
の
感
想
（
一
部
）

参
加
者
の
感
想
（
一
部
）

自
分
自
身
が
権
利
を

　

 
知
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切

自
分
自
身
が
権
利
を

　

 
知
っ
て
い
る
こ
と
が
大
切

中部病院の設備や施設を見学
岩手医労連　施設管理＆栄養管理部門

中部病院の設備や施設を見学
岩手医労連　施設管理＆栄養管理部門
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10
月
31
日
〜
11
月
1
日
、
第

3
回
目
と
な
る
「
い
わ
て
機
関

紙
セ
ミ
ナ
ー
」
が
雫
石
町
・
南

部
富
士
見
ハ
イ
ツ
を
会
場
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
隣
県
か
ら
の

参
加
者
も
含
め
全
体
で
30
名
、

県
医
労
か
ら
は
10
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

は
じ
め
に
、
前
連
合

通
信
社
東
北
総
局
長
で

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
川

島
左
右
喜
氏
が
「
い
わ

て
労
連
機
関
紙
コ
ン
ク

ー
ル
受
賞
作
品
の
講

評
」
と
「
記
事
の
書
き
方
の
ル

ー
ル
」
に
つ
い
て
講
義
を
行
い

ま
し
た
。
受
賞
し
た
機
関
紙
の

良
い
点
、
工
夫
し
た
ら
も
っ
と

良
く
な
る
点
な
ど
が
具
体
的
に

話
さ
れ
、
初
心
者
に
も
わ
か
り

や
す
い
内
容
で
し
た
。

講
義
終
了
後
は
、
基
礎
、
パ

ソ
コ
ン
、
写
真
の
3
つ
の
教
室

に
分
か
れ
て
実
習
が
行
わ
れ
、

「
ほ
ん
ま
も
ん
の
機
関
紙
を
つ

く
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
基
礎

教
室
で
は
、
レ
イ
ア
ウ
ト
や
見

出
し
の
つ
け
方
な
ど
を
学
び
、

1
班
4
人
体
制
で
1
枚
の
機
関

紙
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。
実
践

を
と
お
し
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、

写
真
教
室
の
参
加
者
も
機
関
紙

づ
く
り
に
活
か
せ
る
技
術
を
身

に
つ
け
ま
し
た
。

11
月
6
日
か
ら
11
日
に
か

け
、
岩
手
医
労
連
は
、
県
内

医
療
機
関
の
経
営
者
要
請
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

例
年
は
、
民
間
病
院
を
中

心
に
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
医
療
局
に
も
要

請
を
行
い
ま
し
た
。
当
初
、

要
請
を
受
け
る
、
受
け
な
い
、

と
渋
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最

終
的
に
は
、
医
療
局
長
に
代

わ
っ
て
、
志
田
清
一
職
員
課

総
括
課
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

要
請
項
目
は
、
①
医
師
・

看
護
師
・
介
護
職
員
の
処
遇

改
善
と
離
職
防
止
　
②
看
護

職
員
の
確
保
法
の
改
正
、
医

師
確
保
対
策
の
抜
本
的
強

化
、
医
療
社
会
保
障
予
算
の

大
幅
増
額
　
③
2
0
1
0
年

度
診
療
報
酬
の
大
幅
引
き
上

げ
　
④
職
場
要
求
へ
の
真
摯

な
対
応
の
四
点
。
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
力
を
尽
く
す
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。

と
く
に
、
深
刻
な
人
手
不

足
に
陥
っ
て
い
る
看
護
職
場

の
、
長
時
間
労
働
、
休
暇
が

と
れ
な
い
実
態
、
超
過
勤
務

が
手
当
に
反
映
さ
れ
て
い
な

い
問
題
な
ど
の
改
善
を
強
く

要
請
。

予
定
し
た
宣
伝
行
動
は
、

雨
風
の
た
め
、
盛
岡
、
一
関

は
中
止
、
釜
石
と
花
巻
の
み

と
な
り
ま
し
た
。
　

真剣に機関紙づくり

11月10日　花巻市・イトーヨーカドー前で宣伝署名行動

岩手医労連岩手医労連
キャラバン

11/6～11

第3回いわて機関紙セミナー

ほんまもんの機関紙をつくるほんまもんの機関紙をつくる
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今
年
で
4
度
目
と
な
る

中
央
集
会
に
、
全
国
か
ら
、

約
4
，0
0
0
人
が
参
加
。
岩

手
か
ら
は
、
33
人
、
県
医
労

か
ら
は
13
人
が
参
加
し
ま
し

た
。主

催
者
挨
拶
で
、
日
本
医
労

連
の
田
中
千
恵
子
委
員
長
は

「
民
主
党
が
政
権
公
約
に
掲
げ

た
、
私
た
ち
の
要
求
と
一
致
す

る
政
策
実
行
を
求
め
て
い
こ

う
」
と
挨
拶
。

漫
画
家
の
や
く
み
つ
る
さ
ん

も
応
援
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

今
回
の
集
会
に
は
、
初
め

て
日
本
看
護
協
会
の
代
表
・

小
川
忍
常
任
理
事
と
医
師

ユ
ニ
オ
ン
の
植
山
直
人
代

表
が
激
励
の
挨
拶
を
し
、

労
組
と
の
連
携
を
訴
え
、

参
加
者
は
お
お
き
な
拍
手

で
応
え
ま
し
た
。

集
会
後
、
参
加
者
は
東

京
駅
に
向
け
銀
座
を
パ
レ

ー
ド
し
医
療
・
介
護
の
改

善
を
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
集
会
の
前
に
は
、
総

務
省
、
厚
労
省
交
渉
が
行
わ

れ
、
各
省
庁
前
で
、
激
励
の
集

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
総
務

省
交
渉
に
は
、
本
部
の
○
○
中

執
が
交
渉
団
と
し
て
参
加
し
、

総
務
省
前
の
集
会
で
は
○
○
○

副
委
員
長
が
岩
手
県
立
病
院
の

実
態
を
訴
え
ま
し
た
。

岩
手
医
労
連
の

看
護
対
策
委
員
会

は
10
月
7
日
、
県

看
護
協
会
と
懇
談

し
ま
し
た
。

県
看
護
協
会
か

ら
は
、
佐
々
木
看

護
協
会
長
、
兼
平

専
務
理
事
、
冨
山

事
務
局
長
、
医
労

連
か
ら
は
、○
○
看

護
対
策
委
員
長
ら

4
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

懇
談
で
は
、
夜

勤
実
態
調
査
や
現

場
の
状
況
を
説
明

し
、
第
7
次
看
護

師
需
給
計
画
策
定

に
共
同
で
き
る
中

身
で
の
協
力
を
依

頼
し
ま
し
た
。

銀座パレードで「社会保障費を『増やせ！』」

代々木公園に
3万5000人の熱気
代々木公園に

3万5000人の熱気
～新しい未来（あす）へ～　11.8 国民大集会

　「不況打開、なくせ貧困、雇用確保、守ろ
う！いのちとくらし」をスローガンに国民
大集会が開催されました。代々木公園サッ
カー場に全国から3万5000人が集結し、
岩手からは約100名、県医労からは7名が
参加しました。
　全労連、全商連、全日本民医連、農民連
等で作る実行委員会の主催で全国から要求
とたたかいを持ち寄り、国民的共同を広げ
た、熱気に満ちた集会となりました。

看護協会と懇談看護協会と懇談

人
の
多
さ
に
ビ
ッ
ク
リ
！
中
央
支
部
の
み
な
さ
ん

社
会
保
障
を
増
や
し
て

国
民
の
た
め
の
医
療・介
護
へ
！！

社
会
保
障
を
増
や
し
て

国
民
の
た
め
の
医
療・介
護
へ
！！

社
会
保
障
を
増
や
し
て

国
民
の
た
め
の
医
療・介
護
へ
！！

10.22 中央集会
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現
在
、
36
協
定
（
超
過
勤
務

を
命
じ
る
こ
と
の
で
き
る
上
限

を
決
め
る
労
働
協
約
）
の
締
結

に
向
け
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
れ

ま
で
も
学
習
資
料
を
作
成
し
て

き
ま
し
た
が
、
秋
・
年
末
闘
争

の
中
で
、
退
勤
時
間
調
査
ア
ン

ケ
ー
ト
、
ど
う
し
て
も
請
求
で

き
な
か
っ
た
超
勤
調
べ
を
行
い

ま
し
た
。

11
月
に
行
っ
た
本
部
団
体
交

渉
の
中
で
、
特
に
取
り
上
げ
た

の
が
、
始
業
時
間
前
の
「
超
過

勤
務
」（
看
護
科
で
は
情
報
収
集

等
）
で
す
。
こ
れ
は
、
超
過
勤

務
で
は
な
い
と
思
い
違
い
を
し

て
い
る
組
合
員
も
お
り
、
中
に

は
管
理
・
監
督
者
で
さ
え
、
誤

解
（
時
に
は
悪
意
を
含
め
て
）

が
あ
り
ま
す
。
よ
く
言
わ
れ
る

の
は
、「
超
過
勤
務
は
仕
事
が
終

わ
ら
な
い
時
に
発
生
す
る
」
と

い
う
こ
と
。
こ
れ
は
間
違
い
で

す
。
決
め
ら
れ
た
労
働
時
間
＝

1
日
8
時
間
、
週
40
時
間
＝
を

1
分
で
も
多
く
働
い
た
時
間
は
、

始
業
前
で
も
、
休
憩
時
間
（
昼

時
間
）
で
も
超
過
勤
務
の
対
象

で
す
。
あ
る
い
は
、「
自
主
的
に

や
っ
て
る
ん
で
し
ょ
」「
私
は
命

令
し
て
な
い
、
さ
れ
た
の
？
」

と
い
う
こ
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

こ
れ
も
明
白
な
誤
り
で
す
。
管

理
者
が
超
勤
を
命
じ
て
い
な
い

場
合
で
あ
っ
て
も
、
黙
認
し
て

い
る
場
合
は
、「
黙
示
の
指
示
」

に
よ
る
超
過
勤
務
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
ま
す
。
ち
な
み
に
、
こ

の
根
拠
と
な
る
通
達
は
1
9
5
0

年
（
昭
和
25
年
）
に
出
さ
れ
た
由

緒
あ
る
も
の
で
す
。

8
時
30
分
出
勤
を
実
現
す
る

た
め
に
は
、
病
院
全
体
の
業
務

の
見
直
し
が
必
要
に
な
り
ま
す

が
、
当
面
は
、
サ
ー
ビ
ス
残
業

の
黙
認
を
許
さ
ず
、
必
要
な
場

合
に
は
労
働
基
準
監
督
署
へ
の

告
発
も
含
め
て
、
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
胸
を
張
っ
て
、

始
業
時
間
前
の
超
過
勤
務
を
請

求
し
ま
し
ょ
う
。

始
業
時
間
前
の
超
勤
？

始
業
時
間
前
の
超
勤
？

ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
か

ど
う
考
え
た
ら
い
い
の
か

-

黙
示
の
指
示
と
は-

ない
23％

無回答
2％

ある
75％

Q. 決められた業務開始時刻より前に出勤して
 　仕事を始めることがありましたか。

Q. 時間外勤務として請求をしたことがありましたか。

始業前時間外労働

した
2％

しなかった
98％

400
350
300
250
200
150
100
50
0

（人）

10時間未満 10時間以上
20時間未満

20時間以上
30時間未満

30時間以上
40時間未満

41時間以上 無回答

無回答
0％

看護職の労働時間管理に関する緊急調査結果（県病に勤務する看護職員1,034名分）
－ 2009年7月実績 －
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「
第
54
回
は
た
ら
く

女
性
の
中
央
集
会
」
が

10
月
3
〜
4
日
、
神
戸

市
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
一
日
目
は
分
科
会

と
パ
レ
ー
ド
、
二
日
目

は
全
体
会
が
行
わ
れ
、

二
日
間
で
全
国
か
ら
延

べ
1
，1
0
0
名
（
県

医
労
か
ら
2
名
）
が
参

加
し
ま
し
た
。

一
日
目
の
分
科
会
は
、
男
女

平
等
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
平

和
な
ど
6
つ
の
テ
ー
マ
に
分
か

れ
て
、
学
習
と
取
り
組
み
の
交

流
、
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
集
会
後
、
約
3
0
0
人
が

三
宮
か
ら
元
町
ま
で
パ
レ
ー
ド

し
、
平
和
や
男
女
平
等
を
街
ゆ

く
人
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

二
日
目
の
全
体
会
で
は
、
神

戸
中
華
同
文
学
校
の
小
・
中
学

生
が
中
国
南
方
系
獅
子
舞
「
ナ

ン
ス
ー
」
を
披
露
。
獅
子
頭
を

取
っ
て
挨
拶
し
た
あ
ど
け
な
い

顔
に
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手
が

起
こ
り
ま
し
た
。

講
演
は
、
弁
護
士
の
村
田
浩

治
さ
ん
が
「『
人
間
ら
し
く
』
を

あ
き
ら
め
な
い
！
　
い
か
そ
う

憲
法
」
と
題
し
て
、
派
遣
切
り
、

偽
装
請
負
な
ど
の
実
態
を
明
ら

か
に
し
ま
し
た
。

午
後
は
、
マ
リ
ン
バ
・
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
の
演
奏
で
再
開
。
全

国
の
た
た
か
う
仲
間
が
紹
介
さ

れ
、
人
間
ら
し
く
働
き
、
生
活

で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
て
運
動

し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。
来
年
の
開
催
地

は
、
神
奈
川
県
で
す
。

2
0
0
6
年
か
ら
始
ま
っ

た
「
労
働
者
派
遣
法
」。
派

遣
切
り
と
た
た
か
う
弁
護

士
・
村
田
浩
治
さ
ん
が
、
派

遣
労
働
が
広
が
っ
た
理
由

と
、
起
こ
る
べ
く
し
て
起
こ

っ
た
派
遣
切
り
の
実
態
を
、

ダ
イ
ハ
ツ
や
、
タ
イ
ガ
ー
の

偽
装
請
負
事
件
を
例
に
出
し

明
ら
か
に
し
ま
し
た
。
派
遣

は
人
間
を
も
の
扱
い
に
す
る

制
度
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
の

不
況
で
は
っ
き
り
と
証
明
さ

れ
た
こ
と
。保
育
所
民
営
化
、

介
護
、
派
遣
労
働
な
ど
、「
お

ん
な
・
子
ど
も
の
問
題
」
は
、

労
働
と
密
接
に
つ
な
が
っ
て

お
り
、
見
逃
せ
な
い
。
不
況

の
時
こ
そ
、
生
活
す
る
権
利

の
確
立
が
必
要
だ
と
強
調
し

ま
し
た
。

女性部

おしゃれな街、三宮～元町までパレード

オープニングの中国南方系獅子舞「ナンスー」

争議団と全国の団体旗が登壇

風見鶏の館（神戸市）風見鶏の館（神戸市）

村田浩治 弁護士

たたかえば未来は開けるたたかえば未来は開ける
第54回はたらく女性の中央集会in神戸

「
お
ん
な・子
ど
も
の
問
題
」

見
逃
せ
な
い

見
逃
せ
な
い
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10
月
31
日
か
ら
11
月
1
日
に

か
け
岩
手
医
労
連
青
年
部
学
習

＆
交
流
会
が
開
催
さ
れ
各
単
組

よ
り
10
名
（
県
医
労
２
名
）
が

参
加
し
ま
し
た
。

初
日
は
、
私
達
の
上
部
団
体

の
日
本
医
労
連
本
部
が
あ
る

「
日
本
医
療
労
働
会
館
」
で
、

田
中
千
恵
子
中
央
執
行
委
員
長

を
講
師
に
学
習
会
と
館
内
の
見

学
を
行
い
ま
し
た
。
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
を
使
用
し
た
講
義
で
、

日
本
医
労
連
の
歴
史
と
そ
の
活

動
、
そ
し
て
そ
の
活
動
が
ど
う

世
論
を
巻
き
込
み
医
療
労
働
者

の
要
求
実
現
に
繋
が
っ
て
い
っ

た
の
か
を
、
解
り
や
す
く
楽
し

く
学
習
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
耳
に
す
る
け
ど
よ
く
解
っ

て
い
な
か
っ
た
「
ニ
ッ
パ
チ
闘

争
」
や
「
ナ
ー
ス
ウ
ェ
ー
ブ
」

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
流
れ
で
展

開
さ
れ
て
き
た
の
か
詳
し
く
知

る
こ
と
が
で
き
、
今
年
組
合
に

入
っ
た
ば
か
り
の
参
加
者

で
も
理
解
し
や
す
い
内
容

の
講
義
で
し
た
。

夕
方
か
ら
は
、
東
京
デ

ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
へ
移

動
し
、
日
々
の
忙
し
さ
を

忘
れ
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
で
彩

ら
れ
た
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ

ー
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

ホ
テ
ル
に
戻
っ
た
後
も
、

日
頃
の
悩
み
や
不
満
な
ど

を
夜
遅
く
（
朝
方
!?
）
ま

で
語
り
合
い
、
青
年
同
士

の
交
流
を
大
い
に
深
め
ま

し
た
。

今
後
も
医
労
連
青
年
部

の
企
画
が
行
わ
れ
ま
す
の

で
、
同
じ
医
療
・
看
護
・

介
護
に
携
わ
る
青
年
同

士
、
交
流
の
輪
を
拡
げ
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

青年部

～楽しく学んだ学習会～

ディズニーリゾートにて

～学習会の様子～

楽しく学び交流を深める企画を
青年部長・書記長会議開催青年部長・書記長会議開催

青
年
部
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会

青
年
部
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
交
流
会

・
日
時
／
１
月
23
日（
土
）
〜
24
日（
日
）

・
場
所
／
安
比
高
原
ス
キ
ー
場

※
詳
し
い
内
容
は
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　11月14日に09年度県医労青年部長・書記長会議が開催され７支
部・本部合わせ13名の参加がありました。
　始めに、佐々木委員長を講師に「労働組合と労使交渉について」
と題して学習会を行いました。具体的な事例を挙げながら、労使交
渉をいかに進めていくかを解りやすく学習することが出来ました。
　その後、各支部の状況などの情報交換を行い、今後行われる予定
のスキー・スノーボード交流会や中央交流会等について協議を行い
ました。
　また、近年活動が停滞していたブ
ロック集会に関しても協議を行い各
ブロックとも２月に開催を予定し企
画を進めていますので、青年部のみ
なさん是非、ご参加下さい!!

医
労
連
青
年
部
学
習
会
＆
交
流
会

医
労
連
青
年
部
学
習
会
＆
交
流
会

日
本
医
労
連
の
歴
史
と
運
動
を
学
ぶ

日
本
医
労
連
の
歴
史
と
運
動
を
学
ぶ



8

   

我
が
家
の
柿
を
食
べ
に
夜
な

夜
な
タ
ヌ
キ
か
キ
ツ
ネ
が
来
る

ら
し
く
庭
に
食
べ
た
残
骸
と
必

ず
ウ
ン
コ
を
残
し
て
い
き
ま

す
。
ウ
ン
コ
の
掃
除
が
私
の
役

目
に
な
っ
て
い
ま
す
。
悔
し
い

の
だ
! !

　
磐
井
支
部
　
チ
ャ
ピ
ー
マ
マ

　
7
対
1
看
護
に
な
っ
て
、
年

次
取
得
が
全
然
で
き
て
ま
せ

ん
。
今
年
2
回
し
か
取
っ
て
な

い…

。
お
休
み
く
だ
さ
い…

。

中
央
支
部
　
モ
ン
キ
ー
ガ
ー
ル

　
カ
マ
キ
リ
の
卵
を
産
み
付
け

る
高
さ
で
雪
の
量
が
わ
か
る
と

聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
今

年
は
高
い
位
置
に
産
ん
で
い
る

と
い
う
情
報
が
あ
り
ま
す
が
、

雪
は
多
い
の
で
し
ょ
う
か…

教

え
て
カ
マ
キ
リ
さ
ん
。

　
中
央
支
部
　
ク
ッ
キ
ー
マ
マ

　
今
年
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

に
二
男
に
贈
っ
た
チ
ョ
コ
に
つ

い
て
た
こ
の
ハ
ガ
キ
で
図
書
カ

ー
ド
が
も
ら
え
た
ら
、
さ
っ
そ

く
息
子
に
あ
げ
ち
ゃ
い
ま
す
。

　
胆
沢
支
部
　
息
子
大
学
1
年
生

　
　
　
仕
送
り
中
の
ヨ
レ
ヨ
レ
母

　
10
・
22
中
央
集
会
に
三
男
の

お
嫁
さ
ん
と
孫
2
人
（
2
歳
8

ヵ
月
と
5
ヵ
月
）
と
参
加
し
ま

し
た
。
お
嫁
さ
ん
は
医
療
労
働

者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、「
せ

っ
か
く
来
た
ん
だ
か
ら
楽
し
ま

な
く
ち
ゃ
！
」
と
デ
モ
行
進
で

は
一
緒
に
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー

ル
！
な
ん
て
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
人

で
し
ょ
! !
5
ヵ
月
の
孫
を
背

負
っ
て
日
比
谷
公
園
か
ら
東
京

駅
ま
で
歩
い
た
翌
日
、
バ
ア
ち

ゃ
ん
の
股
関
節
は
悲
鳴
を
あ
げ

て
い
ま
し
た
。

遠
野
支
部
　
○
○
○
○
○

　
長
男
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に

罹
患
し
、
家
で
も
職
場
で
も
一

日
中
マ
ス
ク
を
し
て
ま
す
。
今

年
の
冬
は
、
あ
ま
り
外
出
せ
ず

に
冬
眠
で
も
し
よ
う
か
な
。

　
大
船
渡
支
部
　
お
昼
寝
さ
ん

10
月
号
パ
ズ
ル「
ま
ち
が
い

は
7
つ
」に
は
27
名
の
応
募
が

あ
り
、
全
員
が
正
解
で
し
た
。

厳
正
な
る
抽
選
の
結
果
、次
の

10
名
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
の

で
図
書
カ
ー
ド
を
贈
り
ま
す
。

10
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

う
さ
ぎ（
二
戸
支
部
）、モ
ン

キ
ー
ガ
ー
ル
（
中
央
支
部
）、

D
S
子（
中
部
支
部
）、ヨ
レ
ヨ

レ
母
、
セ
ン
ト
ア
キ（
胆
沢
支

部
）、
移
住
者
歓
迎
! !
離
島
の

住
人
、チ
ャ
ピ
ー
マ
マ（
以
上
、

磐
井
支
部
）、栗
ご
は
ん（
大
東

支
部
）、ベ
ガ（
大
船
渡
支
部
）、

パ
ン
ダ
大
好
き
や
っ
ち（
山
田

支
部
）

看
護
職
員
23
人

に
一
人
が
過
労
死

ラ
イ
ン
に
。日
本
看

護
協
会
が
こ
の
春

に
公
表
し
た
数
字

は
、充
分
衝
撃
的

で
し
た
。勤
務
医

の
過
酷
さ
は
、医

師
の
離
職
が
後
を
絶
た
な
い
こ

と
と
も
相
ま
っ
て
、マ
ス
コ
ミ
等
で

も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
き

ま
し
た
が
、医
師
以
外
の
職
員
に

つ
い
て
は
マ
ス
コ
ミ
等
も
冷
淡
で

す
▼
最
近
に
な
っ
て
、看
護
職
場

に
お
け
る
超
過
勤
務
手
当
不
払

い
な
ど
が
監
督
署
に
摘
発
さ
れ

た
、等
の
報
道
も
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。「
Y
市
民
病
院
の
看
護
師

2
5
1
人
に
計
1
，1
0
0
万

円
超
過
勤
務
手
当
不
払
い
」、

「
Y
市
立
病
院
超
過
勤
務
手
当

不
払
い
・
看
護
師
長
を
戒
告
処

分
」、「
自
主
学
習
は
超
過
勤

務
・
O
市
立
大
病
院
・
残
業
代

1
億
4
，3
0
0
万
円
支
給

へ
」。（
以
上
、看
護
協
会
学
習
資

料
よ
り
）▼
県
医
労
が
実
施
し
た

緊
急
実
態
調
査
で
は
、過
労
死

裁
判
で
交
代
制
勤
務
者
の
過
労

死
ラ
イ
ン
と
さ
れ
た
50
時
間
以

上
時
間
外
労
働
を
し
た
人
は
、

1
9
．1
5
人
に
一
人
。全
国
平

均
と
比
べ
て
も
異
常
に
高
い
比

率
と
な
っ
て
い
ま
す
。こ
の
事
実

を
ま
ず
私
た
ち
は
認
識
す
る
必

要
が
あ
り
そ
う
で
す
。そ
し
て
、

誰
よ
り
も
、医
療
局
長
や
病
院

管
理
者
が
認
識
し
な
け
れ
ば
。

実
際
に
行
っ
た
時
間
外
を「
削
る

よ
う
に
」な
ど
と
法
違
反
を
平

気
で
行
う
よ
う
な
職
制
は
、懲

戒
の
対
象
に
す
る
、ぐ
ら
い
の
強

い
姿
勢
を
示
し
て
欲
し
い
も
の
で

す
▼
長
時
間
労
働
放
置
、し
か

も
、罰
金
で
あ
る
超
勤
手
当
さ

え
も
削
る
等
は
、「
こ
そ
泥
」

「
ち
ょ
ろ
ま
か
し
」で
す
。今
か
ら

百
年
も
百
五
十
年
も
前
の
産
業

革
命
後
の
イ
ギ
リ
ス
で
、監
督
官

が
軽
蔑
し
、嘲
笑
っ
た
様
を
、21

世
紀
に
入
っ
た
今
の
今
も
繰
り

返
し
て
い
ま
す
。19
世
紀
的
発

想
の
労
務
管
理
は
、職
場
か
ら
一

掃
し
ま
し
ょ
う
。

十
月
号
パ
ズ
ル

十
月
号
パ
ズ
ル



上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
7
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。送
り
先

は
〒
０
２
０
│
０
０
２
３
　
盛

岡
市
内
丸
11
│
１
、県
医
労「
懸

賞
パ
ズ
ル
」係
ま
で
。締
切
は
12

月
末
日（
必
着
）で
す
。ま
た
、抽

選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ
ん
が
、

ハ
ガ
キ
の
余
白
に「
つ
ぶ
や
き
」

（
職
場
の
話
題
な
ど
何
で
も
）

を
、ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下
さ
い
。

県
医
労
新
聞
で
紹
介
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿
名
希
望

の
場
合
に
は
、
そ
の
旨
を
書
い

て
下
さ
い
（
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
）。

た
だ
し
、当
選
し
た
場
合
は
、記

念
品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り

ま
す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の

記
入
も
お
忘
れ
な
く
！

職
場
川
柳

◇
ど
さ
く
さ
に
　
紛
れ
く
す
ね
る
　
官
房
費

 

（
狸
と
む
じ
な
）

◇
木
っ
端
だ
け
　
振
り
分
け
て
い
る
　
仕
分
け
人

 

（
材
木
問
屋
）

◇
米
官
財
　
仕
分
け
作
業
で
　
お
目
こ
ぼ
し

 

（
息
の
か
か
っ
た
人
）

◇
死
ぬ
ま
で
だ
　
も
っ
と
働
け
　
時
短
な
し

 

（
鬼
）

◇
葦
牙（
あ
し
か
び
）と
　
い
の
ち
の
山
河
で
　
暮
れ
る
秋

 

（
映
画
好
き
）

12月の予定
 1日（火）　地域医療を守れ県民集会
　　　　　（エスポワールいわて）

 5日（土） 女性部三陸ブロック集会

11日（金）～13日（日）
 日本平和委員会（神奈川）

12日（土） いわて労連評議員会・
 いわて労連結成20周年レセプション

18日（金） 医労連共済担当者会議（ホテル花巻）

26日（土） 拡大支部長会議

 8日（金）　いわて労連旗開き（盛岡市・サンビル）  

15日（金）　岩手医労連旗開き
 （エスポワールいわて）

21日（木）　拡大支部長会議・旗開き

22日（金） 春闘学習会

23日（土）～24日（日）
 青年部スキー交流会（安比）

30日（土） 岩手医労連中央委員会

1月の予定
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